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(1) 物理量 Â を測定したとき、測定値 aが得られる確率

(2)
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とする。
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(|ξ|2+|η|2∓iξ∗η±iξη∗) =

1

2
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(3)

〈σ̂y〉 = 〈ψ|σ̂y|ψ〉 = (ξ∗, η∗)
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= −iξ∗η + iξη∗

(4)

|〈a|ψ〉|2 = |c1〈a|ψ1〉 + c2〈a|ψ2〉|2
= |c1|2|〈a|ψ1〉|2 + |c2|2|〈a|ψ2〉|2 + c∗1c2〈a|ψ1〉∗〈a|ψ2〉 + c1c

∗
2〈a|ψ1〉〈a|ψ2〉∗

干渉を表す項は

c∗1c2〈a|ψ1〉∗〈a|ψ2〉 + c1c
∗
2〈a|ψ1〉〈a|ψ2〉∗

(5)
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〈σ̂2
y〉 = (ξ∗, η∗)
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)
= |ξ|2 + |η|2 = 1

〈(Δσ̂y)
2〉 = 〈σ̂2

y〉 − 〈σ̂y〉2 = 1 + (ξ∗η − ξη∗)2

(6) 物理量 Â と B̂ を 同時に確定させることができる。

(7) 位置と運動量それぞれのゆらぎの間には

〈(Δx̂)2〉〈(Δp̂)2〉 ≥ h̄2

4

という不確定性関係が成り立つ。一方がより正確に決まると、他方はより不
確定になる。



(8) 状態ベクトル |ψ〉 の時間発展を記述する方程式であり

ih̄
d

dt
|ψ(t)〉 = Ĥ|ψ(t)〉

と書かれる。ここで Ĥ はハミルトニアンをあらわす。

(9) エネルギー固有値は E1 = −ε, E2 = ε. それぞれの固有値に属するエネル
ギー固有状態は
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)
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2
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)

時刻 t の状態は

|ψ(t)〉 = eiεt/h̄ψ(1)|1〉 + e−iεt/h̄ψ(2)|2〉


